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株式会社伸和ホールディングス
代表取締役社⾧ 佐々木稔之（ささき としゆき）

＜経歴＞
1995年 3月 日本大学農獣医学部卒業
1995年 4月 株式会社伊藤忠フーズ入社
2004年 5月 有限会社伸和 代表取締役就任
2004年10月 有限会社ベストフーズ設立 代表取締役就任
2006年 8月 株式会社伸和（現当社）設立 代表取締役社⾧就任（現任）
2008年 3月 株式会社エイチビーフーズ代表取締役就任
2014年 2月 株式会社エスティコーポレーション設立 代表取締役就任（現任）
2015年 1月 「北の起業家表彰」において優秀賞を受賞
2017年 2月 株式会社ＳＴＴ設立 代表取締役就任（現任）
2018年 2月 日露交流促進官民連絡会議 委員就任（2018年、総理官邸にて会議出席）
2018年12月 経済産業省より、「地域未来牽引企業」に選定
2023年 1月 東京証券取引所TOKYO PRO Marketに株式上場
2024年10月 札幌証券取引所アンビシャスに株式上場
2026年 5月 名古屋証券取引所ネクスト市場に重複上場

自己紹介
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飲食2店舗

物販1店舗

飲食41店舗

物販74店舗

物販２店舗

会社概要

当社グループは北海道を中心に、「生つくね」「塩ザンギ（鶏の唐揚げ）」等を主力商品とした
居酒屋チェーン(飲食事業：外食事業)、惣菜店チェーン(物販事業：中食事業)の運営及び冷凍食
品の卸売り販売（卸売事業：内食事業)を行っております。

5

株式会社 伸和ホールディングス社 名
2006年８月設 立
代表取締役社⾧ 佐々木 稔之代 表 者
北海道札幌市西区本 社
52百万円(2026年３月末)資 本 金
売上高 6,699百万円 (2026年3月期）
当期純利益 136百万円 (2026年3月期)

業 績

143名(2026年３月期)
（パート・アルバイトを除く）

従 業 員

飲食店・惣菜店の経営
冷凍食品の企画･販売事業事 業 内 容

食を通じてあふれる感動コーポレート
ス ロ ー ガ ン 合計120店舗

（2026年３月末現在）
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企業理念

6

■ コーポレートスローガン

食 を 通 じ て あ ふ れ る 感 動

■ 企業理念

魅力的な北海道の食を通じてお客様に
あふれる感動をお届けする

コーポレートスローガンのもと、事業活動に取り組み、企業価値を高めつつ業績の向
上に努め、お客様、株主様、お取引先様、従業員、全てのステークホルダーから信頼
をいただける企業になることを目標として経営しております。
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沿革

7

冷凍食品の卸売事業を行うべく創業2004年 5月
飲食事業として「炭火居酒屋 炎 西町店」 オープン2005年 5月
株式会社伸和ホールディングスを設立2006年 8月
自社工場を岩見沢市に設立2007年 2月
飲食事業として「牛乃家 本店」 オープン2008年 7月
物販事業として「美唄焼鳥・惣菜 炎 東札幌店」 オープン2008年11月
「北の起業家表彰」において優秀賞を受賞2015年 1月
経済産業省より、「地域未来牽引企業」に選定2018年12月
飲食事業として「ヒンナヒンナキッチン 炎 ウポポイ店」 オープン2020年 7月
物販事業として「レッツゴーカレー アリオ店」 オープン2021年 4月
岩見沢工場を移転し、生産能力を３倍に増強2022年 5月
飲食事業として「生ソーセージバル レッカー ル・トロワ店」 オープン2022年 6月
東京証券取引所 TOKYO PRO Marketに株式上場2023年 1月

札幌証券取引所 アンビシャスに株式上場2024年10月

名古屋証券取引所 ネクスト市場に株式上場2026年 ５月



SHINWA Holdings Limited 8

飲食事業の業態説明
飲食（外食）事業の業態は、以下の通りです。

(飲食事業の主力業態)
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飲食事業の業態説明

飲食（外食）事業ブランドの概要は、以下の通りです。
特徴・コンセプト店舗数ブランド

自社工場（セントラルキッチン）で製造された商品の「生つくね」を
主力商品として、北海道美唄市の名物である美唄焼き鳥等、地産地消
をコンセプトに北海道の新鮮な食材を用いた焼き鳥・海鮮等120種類の
居酒屋メニューを提供しております。当業態で取り扱う主力商品であ
る「生つくね」や各種焼き鳥の製造に用いる食材は、物流を効率化す
ることにより、お求めやすい価格で鮮度の高い商品の提供に努めてお
ります。

36

飲
食
（
外
食
）
事
業

職人が毎日手切りする新鮮な本格ホルモンを中心に提供する焼
肉専門業態です。ホルモンを中心に提供しているため、お求めや
すい価格で焼肉を提供できる店舗として運営しております。

2
ドイツ語で「美味しい」を意味する「レッカー」を店舗名とし、「生
ソーセージ」を中心にハム、ソーセージ、ハンバーグ等を提供してお
ります。自社工場（セントラルキッチン）で製造した新鮮な挽肉と本
場ドイツのスパイスを使用して作られた「生ソーセージ」等と一緒に
お酒を楽しむことができる店舗として運営しております。

4

名物の鴨カレーを中心とした、1879年の創業から変わらない味を今に
伝える洋食レストランであります。北海道産の厳選素材を使用した料
理と一緒にお酒を楽しむことができる店舗として運営しております。

1
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物販事業の業態説明
物販（中食）事業の業態は、以下の通りです。

(物販事業の主力業態)
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物販事業の業態説明

物販（中食）事業ブランドの概要は、以下の通りです。
特徴・コンセプト店舗数ブランド

当社グループオリジナルの製法で調理した「塩ザンギ」を主力商品とし
て、焼き鳥や串等の惣菜を提供するお持ち帰り専門店です。「塩ザン
ギ」は、自社工場（セントラルキッチン）で仕込みをした後、各店で調
理し、揚げたてを提供しております。一方、その他焼き鳥等の串は、自
社工場（セントラルキッチン）で調理したものや商社から仕入れたもの
を販売しております。

55

物
販
（
中
食
）
事
業

「美唄焼鳥・惣菜 炎」と併設して、たこ焼きや焼きそばを販売してお
ります。6

特製鶏ガラスープを使用したフードコート型ラーメン業態です。2

「ウマイ！ハヤイ！カラーイ！」をコンセプトにしたフードコート型カ
レー業態であります。刺激的なスパイスに加えて、しびれる辛さを１段
階～20段階まで選ぶことができ、辛さの限界に挑戦できるカレーメ
ニューとなっております。

8

「美唄焼鳥・惣菜 炎」と併設して、たこ焼き、たい焼き、ソフトク
リーム等を販売するフードコート型甘味処業態です。6
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業績動向

【売上高】 【営業利益または営業損失】

新型コロナウイルス感染症の発生により、2022年３月期においては営業損失となりましたが、その後、業績
は順調に推移しております。

（百万円）（百万円）

6,808(予) 256(予)

【店舗数】

2027年３月期
計画2026年３月期2025年3月期2024年3月期2023年3月期2022年3月期

474341414042飲食事業

837773666562物販事業

130120114107105104合 計

2022年3月期以降における飲食、物販事業の店舗数は下記のとおりです。
飲食事業の店舗は、コロナ禍において退店店舗が発生し、その後、2026年3月期までに２店舗が増加しておりま
す。物販事業の店舗は、コロナ禍においても店舗数を増加させ、2027年3月期以降においても、飲食、物販事業
の店舗数は共に増加させる計画となっております。

3,993

5,359

5,871

6,376
6,699 6,808

3,000

4,700

6,400

8,100

2022年3月期 2023年3月期 2024年3月期 2025年3月期 2026年3月期 2027年3月期 (計画)

-330

53

188 206 200
256

-400

-300

-200

-100

0

100

200

300

2022年3月期 2023年3月期 2024年3月期 2025年3月期 2026年3月期 2027年3月期 (計画)
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2025年3月期 2026年3月期2025年3月期 2026年3月期2025年3月期 2026年3月期

13

主要なＫＰＩ

6,376百万円

6,699百万円
3,977百万円

3,811百万円

+323百万円
+5.1%

連結売上高

+166百万円
+4.3%

飲食事業
既存店売上高

物販事業
既存店売上高

既存店舗の集客が堅調に推移したこと及び店舗の新規出店により、連結売上高は2025年3月期よりも増加。
2026年3月期におけるセグメント別の「既存店売上高」は、飲食事業の店舗は前期比166百万円、物販事業の店舗は
前期比28百万円の増加となっております。

2,046百万円

2,074百万円

+28百万円
+1.3%

（注）既存店とは、2024年3月期以前から営業を継続している店舗
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主要なＫＰＩ
・既存店舗におけるお客様単価の推移

飲食事業及び物販事業における既存店舗の客単価の推移は、以下のとおりであります。両事業ともに、メ
ニューや商品の値上げ効果により、お客様単価が上昇となっております。

2,000

2,100

2,200

2,300

2,400

2,500

2,600

2,700

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

飲食事業客単価

2025年3月期 2026年3月期

650

700

750

800

850

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

物販事業客単価

2025年3月期 2026年3月期

年平均客単価３月２月１月12月11月10月９月８月７月６月５月４月物販店客単価

7437547457538357407257247627307187157172025年3月期

7597637597938417527377327747477347437382026年3月期

年平均客単価３月２月１月12月11月10月９月８月７月６月５月４月飲食店客単価

2,3552,3872,4122,4362,5112,3612,2982,2772,2672,3152,3402,3062,3352025年3月期

2,4372,5392,5452,5792,6192,4772,3852,3252,3362,3472,3652,3632,3672026年3月期
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2．当社の特徴・強み
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飲食事業、物販事業、冷凍食品（卸売）事業を展開
 ターゲット顧客、出店ロケーションが異なる外食事業と中食事業及び冷凍食品（卸売）事業を主力として

展開することで、柔軟な店舗展開が可能
 飲食・物販・卸売事業の商品共通化で仕入れのスケールメリットを実現

居抜き店舗活用とドミナント出店による効率的店舗運営
 同一エリアに集中出店することで、経営の効率化
 多ブランド展開により好立地に隣接して複数店舗を出店可能

地産地消、一気通貫ビジネスモデル
 地産地消モデルに実績と強み
 地元顧客を獲得し、地域に根付いた店舗を運営
 自社工場における生産方式の取り組み
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当社グループは、飲食事業と物販事業を展開しております。これらの店舗では、提携養鶏場から
調達した鶏肉を用いて、主力商品である「生つくね」、「塩ザンギ」を自社工場で製造しており
ます。
飲食事業及び物販事業の店舗で自社製の主力商品を販売することにより、大幅なコストカットを
実現しており、お客様に安心、安全でよりよい商品を提供しております。
冷凍食品（卸売）事業では、当社店舗で提供しているメニューを商品化することにより、お店の
味である「炎ブランド」商品をご家庭でも楽しめるよう事業展開しております。

飲食事業、物販事業、冷凍食品（卸売）事業を展開

中食市場外食市場

内食市場
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冷凍食品（卸売）事業の強化

お店の味をご家庭に！！

冷凍食品の企画・販売強化することにより、食の全業態（外食・中食・内食）をカバーして販売
機会を確保していきます。

卸 売 事 業
商品化商品企画販売

全国生協・通信販売・コンビニ等の小売店舗全国生協・通信販売・コンビニ等の小売店舗

飲 食 事 業
顧客ニーズヒアリング

自社ブランドの冷凍食品等を開発・販売しております。

物 販 事 業
顧客ニーズヒアリング
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安定調達 道内４箇所の養鶏場と提携

●

【厚真町】

●

【十勝中札内】

●

【網走管内】

●

●岩見沢工場
札幌工場●

【伊達市】

養鶏場からの
原料調達

自社工場での
製造

効率的な物流
自社店舗での

販売

地産地消、一気通貫ビジネスモデル

○主力商品である「生つくね」「塩ザンギ」の供給を支える提携養鶏場からの調達
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特徴工場名

当社の本社社屋と一体となっており、主に「生つく
ね」を製造しております。札幌工場
当社最大の製造工場で主に「塩ザンギ」、「焼鳥」
の串等を製造しております。岩見沢工場

大量生産

コスト削減

年間製造量製品

約1,000トンザンギ類
約600万本つくね串
約500万本焼鳥串

【岩見沢工場】

地産地消、一気通貫ビジネスモデル



SHINWA Holdings Limited 22

○地産地消モデルによる地元顧客の獲得
当社は、地産地消モデルに実績と強みをもっております。この強みを活かし、地域に根づいた店
舗を運営しております。

新規出店
地域の特産品で
メニュー開発

地域業者様か
らの仕入

自社店舗での
販売

お客様ご来店

地産地消、一気通貫ビジネスモデル
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〇私たちは北海道深川市の中村農場にて指定契約米を作っています。
農薬は、最低限の使用にとどめており、従来の手作業の細かな技法を取り入れ、お米一粒一粒を
丹精込めて育てる。高品質の米を店舗にてお客様に提供していきます。

今後、道内各地に当社の契約農場システムを拡げ、農家様の人
手不足の解消と安定仕入れを行うことにより、「各地の農家様
のお役に立つ」「北海道農業の発展」に協力していきます。

深川市は人口１万８千人の町です

深川の指定農場
にて米を栽培

繁忙期に当社スタッフ
が手伝い、産地のこと
をお客様に語れる人材
を育成

指定農場は、繁忙期
の人出不足を解消し、
安定価格で米を販売

人手不足が深刻な問題です

地産地消、一気通貫ビジネスモデル
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〇契約農家である「中村農場のお米」を使い、当社名物の美唄焼鳥と自家製タレで炊き上げた
「美唄焼き鳥 とりめし」を開発し、空知地方の知名度向上、観光振興及び地方創生に役立つ
提供メニューを開発！

地産地消、一気通貫ビジネスモデル
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〇「美唄焼き鳥めし」が、日本遺産の「炭鉄港」めしに認定されました。
私たちのお持ち帰り店舗の店名が「美唄焼鳥・惣菜 炎」としているのは地域の名物を全国に広
げたい、そんな思いで始めた取り組みが、「炭鉄港めし」に認定され北海道空知管内の地方創生
に役立つことができれば幸いです！

地産地消、一気通貫ビジネスモデル
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3．成⾧戦略



SHINWA Holdings Limited 27

居抜き店舗活用とドミナントによる効率的出店
 主力ブランド「炭火居酒屋 炎」では、多様なエリア、ロケーションでの出店モ

デルを確立北海道において地方都市でのドミナント出店を加速

東海エリアへの進出
 地方都市における店舗運営ノウハウに実績と強みを活かし、東海エリアへ

の出店を推進
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至
大
通
り

当社は飲食店、物販店を同一エリアに集中出店することで、経営の効率化を図っております。

※ 札幌市すすきのエリアでは直径500メートル以内に６店舗が集積して
おります

28

【ドミナント出店の効果】

狸小路 南
北
線

す
す
き
の

豊
水
す
す
き
の国道36号線

ブランド認知度、
広告効率の向上

近隣店舗への送客
による販売機会損
失の回避

店舗間のスタップ派
遣によるオペレー
ション効率化

500m

ドミナント出店による効率的店舗運営
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主力ブランド「炭火居酒屋 炎」では多様なエリア・ロケーションでの出店モデルを確立しております。今後、
北海道内においては、物販店と組み合わせつつ、主に地方都市におけるドミナント出店を進めてまいります。

大都市×繁華街 地方都市×ロードサイド

北海道札幌市

【第3グリーンビル店】

 繁華街という地の利を活かし
、深夜帯まで営業

 当社メインターゲットの30-40
代のお客様に加えて20代のお
客様の来店多数

 年間売上148百万円/営業利益
25百万円

札幌すすきの
人口約195万人

 代行無料サービスを提供しロ
ードサイドでの集客に成功。

 客層も他店舗と異なるファミ
リー層の来店多数

 年間売上88百万円/営業利益16
百万円 利益率が高い

北海道帯広市
人口約16万人

【帯広春駒通り店】

地方都市×繁華街

 大宴会対応可能フロア（100名
対応）を保有、セルフ飲み放
題等地元のお客様のニーズを
汲み取った店舗構成

 年間売上101百万円/営業利益
17百万円

北海道岩見沢市
人口約7.3万人

【岩見沢店】

1 2 3

北海道内におけるドミナント出店の加速
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北海道内の競合他社の出店状況は、以下のとおりです。
北海道内における未出店エリアへの出店余地はあるため、当該エリアを含めた店舗網の拡大を進めて
まいります。

当社Ｃ社Ｂ社Ａ社人口（万人）市町村順位

27243020197.3札幌市1
323532.9旭川市2

3０2325.1函館市3

００2117.0苫小牧市4
２０6216.6帯広市5
２０2016.5釧路市6

０11112.1江別市7
０00111.5北見市8

０11111.1小樽市9

０1129.7千歳市10

０0018.2室蘭市11

１0０17.9岩見沢市12

０1117.0恵庭市13

１1０05.8北広島市14
０0015.6石狩市15

■札幌
■岩見沢

■旭川

■帯広

■函館

■釧路

■北見

■苫小牧

■稚内

■小樽

■室蘭

■網走

■根室

■千歳

■未出店エリア
■出店エリア

出所：国土交通省国土地理院／総務省統計局

Ａ社

Ａ社

Ａ社

Ａ社

Ａ社

Ａ社

Ａ社

Ｂ社

Ｂ社

Ｂ社

Ｃ社 Ｃ社

北海道内におけるドミナント出店の加速
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2025年10月にMEGAドン・キホーテ函館店へ「美唄焼鳥・惣菜 炎」を出店したことを契機に、
PPIHのグループ会社であるユニー株式会社が運営する「APiTA」や「ピアゴ」などの東海エリアにお
ける商業施設内への当社、物販店舗の出店を計画おります。
この出店を実現させることで、東海エリアにおけるドミナント出店の足掛かり及び全国、海外のエリ
アを新たな成⾧戦略として構想しております。

リサイクル

東海エリアへの進出

※PPIHグループホームページより店舗数を引用

PPIHグループの店舗網

50店舗

209店舗

237店舗

86店舗

26店舗

57店舗

日本国内合計：665店舗 世界合計：788店舗
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売
上
構
成

③飲食事業における
新規出店

②物販事業における
新規出店

着実に既存店売上を維持向上させ、北海道内未出店エリア、
東海エリア及び北関東エリアに出店を増加することにより、
成⾧を加速させてまいります。

北海道内

東海エリア

その他エリア

時間

北関東エリア

①飲食、物販事業における
既存店の成⾧

④卸売事業における
冷凍食品

成⾧イメージ
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4. 株主優待制度
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株主優待制度
 株主優待の内容について

 ⾧期保有株主優待制度について

 本制度に対する株主様の生の声
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株主優待制度

当社は、株主の皆様の日頃からのご支援に感謝するとともに、当社株式への投資の
魅力を高め、より多くの方々に当社株式を保有していただくことを目的として株主
優待制度を導入しております。
また、当社株式を⾧期にわたり保有していただける株主様にさらなる感謝の意を表
するとともに、将来にわたって当社グループの成⾧をご支援いただきたいという思
いから、通常の株主優待制度に加え、⾧期保有株主優待制度（継続保有期間 １年
以上）を導入いたしました。

＜株主優待制度の内容＞
毎年３月末日（期末）及び９月末日（中間期末）の株主名簿に記載または記録され
た当社株式１単元（100株）以上を保有されている株主様を対象。
対象株主様お一人につき、継続保有期間及び保有株数に応じて下記(a)又は(b)のい
ずれかを贈呈。
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株主優待制度

先月は、地元新聞に朝7時
から飲み放題も居酒屋「朝
飲み、昼飲み」で需要開拓
として取り上げられていま
した。

優待を新設してからすぐに
購入しました。株主想いの
会社の株は永久に保有した
いです。

1年間継続保有で1万円→1
万2千円。これだけも素晴
らしいのに、3月優待貰っ
てる人は、9月の優待でも
う⾧期保有認定。

道北の某市では、一口茶屋
跡など、スーパーのレジ周
りに着々と増加中。
ついに鶏の半身揚げまで売
ってました。

これだけも素晴らしいのに
、3月優待貰ってる人は、9
月の優待でもう⾧期認定
太っ腹すぎで逆に心配

〇Yahoo! JAPAN における「掲示板の投稿」（以下、投稿内容を原文のまま）

〇MINKABU における「配当+株主優待利回りランキング」

９月権利確定ランキング
第21位
・配当+優待利回り6.76％

(2025.11/13現在）
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ご清聴頂きまして、誠にありがとうございました。

今後も、株主の皆様のご理解及びご支援を深めて頂くた
め、継続的かつ積極的なＩＲ・ＳＲ活動や株主還元に取
り組んでまいります。
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本資料は、情報提供のみを目的として当社が作成したものであり
、当社の有価証券の販売や購入の勧誘を目的としたものではあり
ません。

本資料の内容には、将来の業績に関する記述が含まれております
が、これらの記述は将来の業績を保証するものではありません。

本資料の内容は、現時点で入手可能な情報や、合理的と判断した
一定の前提に基づいて策定した数値であり、潜在的リスクや不確
実性などを含んでいることから、その達成や将来の業績を保証す
るものではありません。
また、予告なしに内容が変更または廃止される場合がございます
ので、あらかじめご了承ください。

将来の見通しに関する注意事項


